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Abstract:

GCキャピラリーカラムは1957年の発明から、GCの各種注入技術、恒温槽、検出器、データ処理等と共に発展し、
実に50余年の紆余曲折を経て、現在主たる分離カラムの定位置を占めるに至った。そこで本稿では、その中で特に
カラムに焦点を当て、その材質と表面改質法、および固定相の変遷と最近再登場した不活性化金属キャピラリーカ
ラム、さらに各種カラムやほかのクロマトグラフィーとの関連について展望する。
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